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●はじめに
　酸素療法器具は、低流量システムと高流量システムに
大別できる 1）。そのうち、高流量システムは患者の呼吸
にかかわらず FIO2 を一定にできるものであるが、実際
には 60％以上の高濃度設定になると器具からの流量が
減少するため高い FIO2 を供給することは困難である。
　HighFOⓇネブライザー（小池メディカル社製）は 40
〜 98％の酸素濃度を 30L/min 以上の Total Flow で供
給可能であり、高濃度酸素が簡単に、かつ正確に供給
できるものである。
●製品概要
　HighFOⓇネブライザーは従来のネブライザーと同様、
フローメーターからの酸素流によりベンチュリ効果を
発生させ、大気の空気を取り込み、酸素濃度を調整す
るものであるが、最大 35L/min 供給できる専用の酸素
フローメーターと組み合わせて使用することと、内部
に分流弁を内蔵していることが特徴である。従来のネ

ブライザーはベンチュリ効果を発生させるために、酸
素流を絞る必要があり、流せる最大流量は 15L/min 程
度に限られていたが、HighFOⓇネブライザーは分流弁
のバイパス作用で、ベンチュリ効果を発生させながら
30L/min 以上の高流量酸素を流すことが可能である 2）。
　基本的な使用方法は同種のネブライザーと同様であ
るが、ネブライザー自体に推奨設定が記載されており、
この指示に従うことで、どの酸素濃度設定においても
簡単に高流量酸素療法が可能になる。特に 70％以上の
高濃度酸素吸入には有用であり、リザーバーマスクよ
りも正確に高濃度酸素吸入が可能となる 3）。
●当院における HighFOⓇネブライザーの適応
　当院における HighFOⓇネブライザーの適応は、主に

「人工呼吸器からの離脱後の加湿補助」や「上気道の乾
燥による分泌物の粘性緩和」として用いている。人工
呼吸器からの離脱後、空気呼吸下管理に移行するまで
の酸素療法の一つとして選択し、加湿補助と安定した

Table 1　HighFOⓇネブライザー　メーカー測定値と当院での測定値の比較
設定酸素濃度（％） 40 50 60 70 80 90 98
設定酸素流量（L/min） 10 15 20 25 30 35 35
メーカー測定 Total Flow（L/min） 42 41 41 40 40 40 36
当院実測酸素濃度（％） 41 51 62 70 82 92 100
当院実測 Total Flow（L/min） 50 49 48 48 52 50 45
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Fig. 1　実測酸素濃度
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Fig. 2　Total Flow



ハイホーネブライザーで 
高濃度酸素吸入を 

酸素濃度を供給することが目的である。
　OptiflowTM（Fisher ＆ Paykel 社製）との相違点は
PEEP を得ることができない点や回路内結露管理の手
間などが挙げられるが、消耗品は HighFOⓇネブライザ
ーの方が比較的安価であると言える。
●測定結果
　HighFOⓇネブライザーには推奨酸素流量と酸素濃度
が記載されているが、実際の酸素濃度がメーカー測定
値とどの程度近似するのかを確認するため実際に測定
し、メーカー推奨設定値と当院での測定結果（Fig.1・2）
の比較を行ったのでその結果を下記に示す（Table 1）。
　測定条件は、フローアナライザ CITREXTM（フクダ
電子社製）を 1 m の回路の先端に接続し、酸素濃度に
対する推奨流量に設定し各種測定を行った。
　Total Flow はメーカー推奨値より高い値となったが、
酸素濃度においては 60％以上の高濃度においても安定
した酸素濃度を供給することが可能であった。
　臨床現場において多様なデバイスを用いて酸素療法

が行われており、正しい使用方法を理解することが難
しいと感じることがある。実際に RST（呼吸療法サポ
ートチーム）のラウンドの際に「酸素療法の原理や使
用方法がよく分からない」との声もよく聞く。
　HighFOⓇネブライザーは、推奨設定（酸素濃度と設
定酸素流量）が本体に表示されているため設定しやす
くシンプルであり、適切な酸素療法を容易に行うこと
ができる。また、今回の測定結果からも安定した酸素
濃度を提供できることが確認できた。
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